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２０２３年 ６月 ７日

野生の子リスたち★★

【１】リスのえさはなんですか。

◆札幌市内の公園で、野生の子リスが育っています。
さっ ぽろ し ない こう えん や せい こ そだ

（２０２３年５月１３日 読売新聞北海道朝刊より）

※先生やおうちの人といっしょに読みましょう。
せんせい ひと よ

【２】リスたちはどんなことをしゃべっているのかな。裏に書きましょう。
うら か

親（右下）の帰りを待つエゾリスの子どもたち

こ さっ ぽ ろ こ う え ん
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２０２３年 ６月 ７日

５年ぶり 「幸せます」★★★

【１】「幸せます」とはどのような意味でしょうか。

【２】両親や親類に聞いて、方言とその意味をたくさん集めましょう。

◆
山
口
県
防
府
市
の
防
府
天
満
宮
の
大
石
段
に
「
幸
せ
ま
す
」
と
い
う
巨
大
な
花
文
字
が
５
年

ぶ
り
に
登
場
し
ま
し
た
。

（２
０
２
３
年
４
月
25
日

読
売
新
聞
山
口
版
よ
り
）

ほ
う

ふ

て
ん
ま
ん
ぐ
う

き
ょ
だ
い

しんるい
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２０２３年 ６月 ７日

チャットＧＰＴと教育★★★★

【１】この記事などを基に、「チャットGPT」の良い面と悪い面を書きましょう。

◆いま、話題の「チャットGPT」。日本で開かれた教育関係の国

際会議でも議論の中心でした。

【２】あなたは「チャットＧＰＴ」を使いますか、使いませんか。その理由を裏に書きましょう。使う人

は、何にどのようにして使うかも書きましょう。

（２０２３年５月１５日 読売新聞夕刊より）

ぎ ろん

議
長
と
し
て
記
者
会
見
す
る
永
岡
桂
子
文
部
科
学
相

うら

Ｇ７教育相「思考力と表現力」懸念

生
成
Ａ
Ｉ
問
題

<

良
い
面>

<

悪
い
面>
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For SDGｓ ２０２３年 ６月 ７日

風景、生き物にやさしく★★★★

【１】再生可能エネルギーの弱点や課題を挙げましょう。

【２】総発電量に占める再生可能エネルギーの割合について、日本と主要国

を比べましょう。日本が掲げる目標も書きましょう。

◆自然の力を使う「再生可能エネルギー」の弱点や課題を克服する

アイデアが、次々と生まれています。

（２
０
２
３
年
４
月
13
日

読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
よ
り
）

※答えはすべて裏に書きましょう。

こく ふく

つぎ つぎ

うら

し わりあい

かか
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２０２３年 ６月 ７日

Rendeｚvous in the sea★★★★

【１】漁業協同組合が、アオリイカの産卵床として海中に沈めた

のは何ですか。英語で書きましょう。

【２】産卵シーズンは、どれくらい続きますか。英語で答えましょ

う。

◆今年も伊豆半島の沖合で、アオリイカの産卵が始まりました。

（２０２３年５月２４日

THE JAPAN NEWSより）

Rendezvous：待ち合わせ、bigfin reef squid：アオリイカ、 spawning：産卵、Peninsula：半島、
Prefecture：県、 local：地元の、 fisheries cooperative：漁業協同組合、submerge：水没させる、
chinquapin：シイ（の木）、branch：枝、underwater off：水深、approach：近づく、female：メスの、lay：
産む、sac：袋状のもの、one after another：次々と、According to ～：～によると

Aoriika, or bigfin reef 

squid, are seen 

spawning in the sea off 

Izu Peninsula, Shizuoka 

Prefecture. In April, a 

local fisheries 

cooperative submerged 

Japanese chinquapin 

branches for use as 

spawning beds about 13 

meters underwater off 

Kawana, Ito City. One 

day in mid-May, about 

20 pairs of the squid 

approached the beds. 

The female squid were 

seen laying white sacs 

of eggs one after 

another. According to a 

local diving service 

operator, spawning 

season will continue for 

about another month.




